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別添 

次の宮城県沖地震の震源断層の形状評価 

宮城県沖地震については、「宮城県沖地震の長期評価」（地震調査委員会、

平成12年11月27日;以下「長期評価結果」という。）が取りまとめられている。

ここでは、長期評価結果を踏まえ、またこれまでの関連する調査研究成果等を

参考にして、発生が懸念される次の宮城県沖地震の発生領域（特に震源域）及

び想定される震源域の形態（以下これらを総称して「震源断層の形状」という。）

について全体像を次のように評価（以下「形状評価」という。）した。検討に

際しては、強震動評価での利用を念頭においた。 
 

１ 震源断層の形状 

形状評価の検討の対象の範囲は、長期評価結果で目安として示した地震の発

生領域を含む図１に示す範囲である。また、長期評価結果では、陸寄りの海域

に想定される震源域（以下「陸寄りの震源域」という。）だけが破壊する（ず

れる）ことによって発生する地震の場合（以下「単独の場合」という。）と、

陸寄りの震源域及び日本海溝寄りに想定される震源域が連動して発生する地震

の場合（以下「連動した場合」という。）とがあるとした。 
単独の場合の震源域は、近年の微小地震活動の分布、海底下構造調査、1978

年及び 1936 年の地震の断層モデル（特にアスペリティ分布1）等から総合的

に判断して、領域 A1 又は領域 A2 のどちらかとなると考えられる（図２）。

但し、どちらとなるかは判断できない。 

連動した場合の震源域は、近年の微小地震活動の分布、1793 年の地震の断

層モデル等から総合的に判断して、領域Ａ(A1 と A2 を合わせた領域)の範囲内

及び領域Ｂとなると考えられる（図２）。 

その他の項目も含めて形状評価の結果は表１に整理した。 

２ 今後に向けて 

震源域が単独の場合、領域A1又は領域A2のどちらとなるかについて、それぞ

れの可能性の大きさの検討が必要である。 

                             
1 「アスペリティ」とは、通常は強く固着していて、ある時に急激にずれて（すべって）地震波を出す領域

のうち、周囲に比べ特にすべり量が大きい領域のことである。なお、「アスペリティ」という用語について

は、各種定義があるが、この報告書では、震源断層面の不均質性を表す１つの概念モデルである「アスペリ

ティモデル」（Lay et al.,1982）を踏まえた定義を用いた。 
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図２ 

 

 

東北地方が乗っている陸

のプレート(以下「陸側のプ

レート」という。)と太平洋

プレートの境界面（低角逆断

層型） 

図２、図 3-1、図 3-2 

 

図２のA1及びA2を含む範

囲になる可能性が高いと考

えられ、震源域は A1 又は A2

のどちらかとなると考えら

れる。但し、どちらとなるか

は判断できない。 

深さは、西端は約 60km、東

端は約 20km。 

図２に示した A1、A2 及び

Ｂを含む範囲になる可能性

が高いと考えられ、震源域は

Ａの範囲内及びＢとなると

考えられる。 

東端の深さは約 10km。 

地震の発生領域（特に震源域）

及び震源域の形態は、単独の場合

は、1978 年及び 1936 年の地震の

アスペリティの位置（〔11〕,〔12〕）

を基に、各種断層モデル等を参考

にして判断。また、連動の場合は

海溝寄りの地震の断層モデル等を

参考に判断。 

 

 

断層面の分布は、単独の場合

M7.5 前後及び連動した場合 M8.0

前後(長期評価結果)及びアスペリ

ティ分布（〔11〕,〔12〕）を踏ま

え、断層面積とマグニチュードの

間の関係式LogＳ＝Ｍ－4.0(〔10〕)

を用いて設定。 

断層面の分布のうち、プレート

境界面の深さは、海底下構造調査

の成果(図 3-1,図 3-2;〔3〕,〔4〕,

〔5〕,〔6〕,〔1〕)等を踏まえて

推定。 

地震時における平均的

なずれの向き 

約 N115°E±10°（陸側の

プレートの太平洋プレート

に対するずれの向き） 

太平洋プレートの陸側のプレー

トに対する相対運動方向(〔8〕,

〔9〕)から推定。但し、宮城県沖

付近のバックスリップモデル

(〔7〕,〔2〕)も考慮。 

表 1 次の宮城県沖地震の震源断層の形状
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説明 

１ 宮城県沖の地震の震源断層の形状に関するこれまでの主な調査研究 

過去宮城県沖に発生した地震の震源モデルに関わる調査研究としては、海溝寄りに発生

した1793年の地震及び1897年8月の地震に関して、相田（1977）がある。陸寄りに発生し

た1978年の地震に関して、瀬野（1979）、相田（1978）、Seno et al.（1980）、及びIi

da & Hakuno（1984）がある。また、1978年の地震を含む東北地方太平洋側で発生した主

な地震についての地震記象を用いたアスペリティ分布の研究として、山中・菊地（2001）

及びYamanaka & Kikuchi(2002)がある。さらに、当該地域の津波の波源域の研究として、

羽鳥(1975，1987)がある。 
東北日本付近の太平洋プレートの沈み込みに関連したバックスリップモデルの研究と

しては、測地データを用いたEl-Fiky & Kato(1999)、並びにGPSデータを用いた伊藤他(1

999)、Ito et al.（2000）、西村他(1999)及びNishimura et al.（2000）がある。 

東北日本の日本海溝周辺の海底下構造については、三浦他(2001a,b)、Miura et al.(20
01,2002)、鶴他(2001)、伊藤他(2002)等がある。また、太平洋プレートの沈み込みに関

連して発生する微小地震の震源分布の研究等としては、Umino et al.(1995)、Kosuga et

 al.(1996)、Hino et al.(1996) 、Igarashi et al.(2001)等がある。 
なお、地震調査委員会は、「宮城県沖地震の長期評価」(地震調査委員会,2000；以下

「長期評価結果」という。）を公表したが、その中では、宮城県沖地震の系列の同定に

係わる調査研究を挙げている。 
 

２ 震源断層の形状に関する評価の説明 

 宮城県沖地震の震源域の形態については、長期評価結果を踏まえた。発生領域（特に

震源域）については、長期評価結果に示された目安を参照した上で、近年の微小地震活

動の分布等に基づくプレートの境界面の推定に関する研究成果、当該地域の速度構造に

ついての研究成果、過去の宮城県沖地震の断層モデルの研究、及びバックスリップ1モデ

ルの研究成果を利用して総合的に評価した。 
 東北地方が乗っている陸のプレート(以下「陸側のプレート」という。) と太平洋プレ
ートとの境界面の位置は、1997年10月以降に発生した微小地震の震源分布等(図3-1,図3-

2；Umino et al.,1995、Kosuga et al.,1996、Hino et al.,1996、Igarashi et al.,200

1) 及び海底下構造調査の解析結果(図7-1,図7-2,図7-3；三浦他，2001a,b， Miura et a
l.,2001,2002, 伊藤他,2002)に基づき判断した。これらを踏まえると、プレート境界面

は、日本海溝から西方100km程度(深さ約20km)までは５～８°の傾斜角となっており、そ

こからさらに西方100km付近まで徐々に急になり、領域A1(図２)の東端付近では約20度の

傾斜となっていると考えられ、そのさらに西側では、深さ約60km以深で約30°の傾斜角

                             
1 プレート境界で地震が発生してから次の地震が発生するまでは、沈み込む海のプレートと陸のプレートと

の境界面は固着しているので、海のプレートの沈み込みの進行につれて陸のプレートは引きずり込まれ、内

陸側に押される。このようにして生じる陸のプレート内の変形は、プレート境界面上に仮想的な正断層のず

れを与えることで表すことができる(Savage,1983)。この仮想的なずれをバックスリップという。 
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となるように、徐々に急になっていると考えられる。 
 以下に単独の場合と連動した場合（評価本文参照）に分けて評価内容を説明する。 

（１）単独の場合 

地震の発生領域は、長期評価結果で単独の場合と評価した1835年、1861年、1897年2

月、1936年、及び1978年の５つの陸寄りの地震によって生じた津波の波源域(図４；羽鳥,

1987)、並びに1793年、1897年8月の２つの海溝寄りの地震及び1978年の陸寄りの地震の

断層モデル(図5-1)を参照し、1978年以降の地震活動の震源分布等に基づくプレート境界

面に関する研究成果(図3-1,図3-2)及びバックスリップモデル等(図６)を参考にして総

合的に評価した。 
（東端・西端） 

西端は、次のように検討して評価した。 

プレート境界の地震発生の陸側のプレートの厚さは60km程度である(例えば、瀬

野,1995)。従って、60kmより深いところでは太平洋プレート上面は、アセノスフェア

と接することとなり、プレート境界の地震は発生しない。このため、断層面の西端は、

太平洋プレート上面の深さが60kmのところと判断した。なお、プレート境界面上の地

震発生域（不安定すべりをする領域）は、温度100～150℃に相当する深さから、350

～450℃までであるとされている（Hyndman et al.,1997)が、岩手・宮城県境付近で

は太平洋プレートの上面付近の温度は深さ60kmで約300℃程度であり(Peacock & 

Wang,1999)、上の判断と整合している。 

東端は、1978年の地震の余震分布及び各種震源モデルを参照し、特に山中・菊地(20

01)及びYamanaka & Kikuchi(2002)による1936年及び1978年の地震について推定された

アスペリティ分布（図5-2）を参考にし、プレート境界面の深さ約20kmの位置と判断した。 
（北端・南端） 

北端及び南端は、1978年の地震の余震分布及び各種震源モデルを参照し、特に山中・

菊地(2001)及びYamanaka & Kikuchi(2002)による1936年及び1978年の地震について推定

されたアスペリティ分布（図5-2）を参考にして、推定されているアスペリティを含む領

域A1及び領域A2を含む範囲である可能性が高いと考えた。 
一方、長期評価結果では、1936年の地震については、「この地震による津波の波源

域は、1978年の地震による波源域の南側にずれて推定されているものの一部重なってお

り、震度分布を考慮して、宮城県沖地震の一つであると同定した。」としている。また、

山中・菊地(2001)及びYamanaka & Kikuchi(2002)では、1978年の地震のアスペリティは

領域A1内の東西に２ヶ所推定しており、1936年のアスペリティは領域A2内に１ヶ所推定

している(図5-2)。海溝型地震では一般的に同じアスペリティを含んだ領域が繰り返し大

地震の震源域になっているとの研究成果(山中・菊地,2001；Yamanaka & Kikuchi,2002)

を踏まえ、次の地震の震源域は領域A1又は領域A2のどちらかとなると考えた。 

このことから、次の宮城県沖地震の場合は、北側と南側のいずれの場合の発生も有

り得ると考え、発生領域は図２に示すようにA1とA2の２ヶ所を想定した。但し、そのど

ちらとなるかを判断する材料は現在はない。 
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なお、領域A1の北端・南端及び領域A2の北端・南端・西端・東端の設定に用いたマ

グニチュードは、長期評価結果で単独の場合M7.5前後であるとしたことを踏まえた。長

期評価結果では、1978年の地震はM7.4であり、1936年の地震はM7.5であるとしたが、Yam

anaka & Kikuchi(2002)によるモーメントマグニチュード2は前者については7.5、後者に

ついては7.4である。ここでは次の地震の断層面積(物理学的な規模に係わりが深い)の評

価では、領域A1についてはM7.5を、領域A2についてはM7.4をそれぞれ用いた、 
（２）連動した場合 

 連動した場合では、陸寄り及び日本海溝寄りに震源域がある。日本海溝寄りの震源域

は、1793年の地震3及び1897年8月の地震4によって生じた津波の波源域(図４；羽鳥,1987)、

並びにこれらの地震の断層モデル(図5-1；相田,1977)を参照し、1997年10月以降の微小

地震の震源分布(図１)及びバックスリップモデル等(図６)を参考にして総合的に評価し

た。 
（北東端） 
北東端は、1793年の地震及び1897年8月の地震の震源モデル(図２；相田,1977)の北東端、

並びに1896年の明治三陸地震の震源モデル（図２；Tanioka & Satake,1996）を参考にし

て判断した。 
（南端等） 
南端は、1793年の地震及び1897年8月の地震の震源モデル(図２；相田,1977)を参照する

とともに、長期評価結果で連動した場合のマグニチュードをM8.0前後としていることを

踏まえて、A1とＢが連動した場合にM8.0となるとして、日本海溝寄りの震源域の面積を

推定し、設定した。 

海溝寄りの震源域は、陸寄りの震源域に比較して検討に用いる材料が少ないことから、

その断層面の分布については矩形で表現することとし、1793年の地震及び1897年8月の地

震の断層モデル(相田,1977)の走向に併走する向きに矩形(領域Ｂ)を設定した。また、領

域A1及び領域A2と接するように設定した。なお、バックスリップモデルでは、領域Ｂの

周辺はプレート間の固着は強いとされている(西村他,1999)。 
 

３ 地震時における平均的なずれの向きに関する評価の説明 

地震時における平均的なずれの向きは、太平洋プレートの陸側のプレートに対する相対

運動方向(Seno et al.,1996) がN65°W程度であることを踏まえ、バックスリップモデル

におけるスリップの向きが、N73°W±15°(1996～1998年のGPSデータ；Ito et al.,200

0)、N60°W(1995年1年間のGPSデータの解析；Nishimura et al.,2000)、又はN48°W （測

量データのうち、1966年～1995年の上下変位及び1979年～1991年の水平変位のデータ；E

                             
2 モーメントマグニチュードは、震源の物理学的な規模を表す地震モーメントという量から決められるマグ

ニチュードである。 
3 長期評価結果で連動した場合と評価した地震。 
4 震源が日本海溝寄りにある(宇津,1999)地震。この地震は、1897 年 2 月の地震と一組の地震であるとの見

方もできると判断した。 
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l-Fiky & Kato,1999）であることを参照して、陸側のプレート(震源断層の上盤側)の動

く方向としてN115°E±10°（太平洋プレートの動く向きはN65°W±10°）と判断した(図

２)。 
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